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プラン A-1 A-2 A-3 
B-1 

（1泊 2日） 

B－２ 

（２泊 3日） 

B-3 

（3泊 4日） 

保険料／１名 ３０円 １３７円 ２６９円 ２３８円 ２９１円 ２９９円 

プラン  
 B-４ 

（４泊５日） 

B-５ 

（５泊６日） 

B-６ 

（６泊７日） 

B-７ 

（７泊８日） 

保険料／1名   355円 363円 371円 506円 

「ちょい サポ」は、日常生活に困り事があり、公的な福祉サービスでは解決できない  

“すきま（間）”を、地域の住民の方々の協力を得て解決する、住民同士の支えあいによ

る有償ボランティア事業です。あなたも「ちょい サポ」の利用・協力してみませんか？ 

 

 

 

 

ボランティアだより 
令和７年 6 月号発行 

 

―発行―  
社会福祉法人城陽市社会福祉協議会 

京都府城陽市寺田東ノ口１７ 

TEL（０７７４）５６－０９０９ 

FAX（０７７４）５６－２８００ 

安心してボランティア活動や地域福祉活動を進めるために 

・福祉に関する行事にかかる傷害補償、賠償責任補償がセットになった保険です。（賠償責任

補償は主催者が賠償責任を負った場合のみ） 

・行事前日※までの申し込み完了で保険が有効になります。 

※金融機関の休業日にあたる場合はその前日となります。 

・行事の主催団体で社会福祉協議会や加入要件を満たしたボランティア・市民活動団体が加入

資格者になります。（個人での申し込みはできません） 

・対象は加入資格者が主催する非営利の公益的な行事で、自治会、子供会などでも加入できま

す。（加入資格者についての詳細はホームページ等に掲載しているパンフレットを確認してください） 

・Ａプランは日帰り型（行事の危険度により掛金が変わります）、Ｂプランは宿泊型です。 

 

 

 
〇「福祉行事保険」の内容〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラン・保険料について 

城陽市社会福祉協議会（住所：京都府城陽市寺田東ノ口１７） 

電話：０７７４－５６－０９０９ ＦＡＸ：０７７４－５６－２８００ 

ホームページ ： https://jyoshakyo.or.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ ： tiiki@jyoshakyo.or.jp 

〈お問い合わせ先〉 

福祉行事保険のご紹介 

詳しくは下記お問い合せ先へお電話ください。 

 

 友だち募集中 
LINE公式アカウントで、イベントや行事などの 

情報を発信しています。友だち追加、お願いします。 

ボランティアだより

利用会員   ： 2２名  

協力会員   ： 45 名  

サポート会員：     

※令和７年５月末時点 

ちょい  サポ利用会員・協力会員・サポート会員 募集中！！ 

●ボランティア講座● 

【日にち】令和７年８月５日（火） 
【時 間】１０：００～１１：４５ 

【場 所】城陽市立福祉センター１階ホール 

【講 師】城陽おはなしサークル 島本 真奈氏 
塚脇 節子氏 

寺浦 桂子氏 

京都府社会福祉協議会  
地域福祉・ボランティア振興課 大内 慶士朗氏 

【対 象】ボランティア活動に関心のある方または活動中の市民 

【参加費】無料 
【定 員】３０名 

【申込先】城陽市社会福祉協議会 

（７月２日（水）より受付を開始します） 
※右記の青い枠にある QR コード・電話にて受付） 

【問合せ】０７７４－５６－０９０９ 

「誰もが楽しめるおはなしと絵本の世界」 
 

参加申込はこちら 
【7 月２日より受付開始】 

福祉行事保険とは？ 

1 名 

mailto:tiiki@jyoshakyo.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月９日（日）に「令和６年度ボラン

ティアフェスティバル in 城陽」を市立福祉セン

ターで開催しました。 

「ボランティアフェスティバル in 城陽」は、

福祉ボランティア活動の市民への周知や加入者募

集、他団体との交流を目的に、平成24年度から

始めた取り組みです。当日は、約１４０名の方に

参加いただき、参加された方からは「色んな福祉

ボランティアを知る、体験する機会になり良かっ

た」と意見をいただきました。ボランティア活動

に参加される方が増えることや、他団体の活動を

知り交流することで、活動される方のモチベーシ

ョンの維持・向上につながっていくよう、今後も

取り組んでまいります。 

開催にあたり協力していただいた方、当日参加

していただいた方、皆さんのご協力により、充実

したボランティアフェスティバルになりました。

ありがとうございました。 

令和７年３月３日（月）、ボランティア講座「相手に伝わるコミュニケーショ

ン～伝え方を学ぼう～」を開催しました。当日は約３０名の方にご参加いただき

ました。 

一般社団法人KYOEN足立明美氏より、「伝える力」をテーマに、講義だけで

なく、参加者同士で「伝え方」について話し合い、「伝える」の難しさや大切な

ポイントなどを学ぶ機会となりました。 

■ボランティアフェスティバルを開催しました■ 

■ボランティア講座を開催しました■ 

■災害ボランティアセンター運用訓練■ 
実施しました 

■第２０回 福祉作文コンクール■ 

城陽市社会福祉協議会では、城陽市内に住む小学５・６

年と中学生の皆さんに福祉について考えてもらい、関心

や理解を深めてもらうことを目的に「児童・生徒の福祉作

文コンクール」を実施しており、今年度で２０回目を迎え

ます。 

毎年、推薦作品の中から最優秀作品と優秀作品が選ば

れ、最優秀作品については、令和８年２月２１日（土）に

文化パルク城陽にて開催予定の城陽市社会福祉大会にて

登壇で発表していただく予定です。 

 

※「災害ボランティアセンターマッチングシミュレーションゲーム」とは… 

三原則（被災者中心・地元中心・協働）に基づいて、体験・参加型のシュミレーションカードゲーム

です。被災者の困りごと（ニーズ）とボランティアのマッチングをカードによるシミュレーションを

通じて、災害時に必要な知識や判断力、考え方を学ぶことができます。 

続いて、共催である城陽要約筆記サークル「ダンボ」の活動

についてご紹介いただきました。城陽要約筆記サークル「ダン

ボ」は、主に難聴の方に寄り添い、情報や話の内容を文字で伝

える活動を行っています。伝える方法は様々で、当日はいくつ

かの伝える技術（スマホを使用した方法など）をご紹介いただ

き、参加者の皆さんで様々な「伝える」を体験することができ

ました。 

今後も、ボランティア講座では色々なテーマを通じて、皆さ

んと地域福祉について、考える機会になればと思います。 

令和７年３月１５日（土）、城陽市で大規模災害が

発生した場合に災害ボランティアセンターの拠点とな

る木津川運動公園にて、城陽市災害ボランティアセン

ター推進協議会研修会及び訓練を開催しました。 

研修会では、城陽市危機・防災対策課大田氏より

「城陽市の防災について～水害を中心に～」と、京都

府災害ボランティアセンター藤原氏より「災害ボラン

ティアセンターの運営について」をご講義いただきま

した。 

研修後は、運用訓練の一環として「災害ボランティ

アセンターマッチングシミュレーションゲーム※」を

通じて、災害ボランティアセンターの運営方法を学び 

また、訓練を行う中で出た課題などを共有しました。 

実際に研修や訓練を行うことで「ボランティアの運

営の実態を体験できて良かった」「災害ボランティア

の活動内容についてよく分かった」との意見をいただ

きました。平常時の備えや訓練の必要性を改めて実感

した研修会となりました。 

昨年度（第１９回）の様子 
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